
令和８年度市町村事業費納付金の算定結果について 

 

 国から提示された確定係数（公費や被保険者１人あたりの負担額など）に基づいて、納付

金額を算定した。 

 

１ 算定方法（算定方法の詳細は資料１_別紙１参照） 

（１）令和８年度保険給付費等の県全体の歳出を推計 

  ＜今回算定の主な特徴＞ 

令和８年度診療報酬改定の影響により１人当たり保険給付費の見込みが前年度比 3.3％増と

なったが、被保険者数が前年度比 3.9％減となったため、保険給付費総額は前年度比 0.7％減

となった。 

 

（２）県全体の歳出から、前期高齢者交付金、定率国庫負担金や県繰入金等の公費、過年度決 

算剰余金等の歳入を差引いて、県全体で必要な納付金総額を算出 

＜今回算定の主な特徴＞ 

被保険者数の減により歳出総額としては約５億円減少した一方で、主に公費などの歳入が

減少したことから、市町村納付金総額は前年度比 4.1％増、納付金総額を被保険者数で除した

県全体での１人当たり納付金は 152,124 円（同 8.4％増）となる見込みとなった。 

また、令和８年度から追加となる子ども・子育て支援金分を含めると、市町村納付金総額

は前年度比 6.6％増、県全体での１人当たり納付金は 155,757 円（同 11.0％増）となる見込

みである。 

なお、例年は急激な保険料の変動抑制の観点から、財政安定化基金の財政調整事業分を活

用してきたが、今回は基金残高を鑑み取崩を行わず、過年度決算剰余金を活用した納付金減

算のみ行った。 

                                  （単位：千円） 

  Ｒ８納付金算定 Ｒ７納付金算定 前年度比 

歳

出 

A 

保険給付費等（医療費等） 58,578,620 58,931,607 ▲352,987 ▲0.6% 

後 期 高 齢 者 支 援 金 等 10,403,047 10,586,948 ▲183,901 ▲1.7% 

介 護 納 付 金 3,392,934 3,334,358 58,576 ＋1.8% 

小計 72,374,601 72,852,913 ▲478,312 ▲0.7% 

歳

入 

B 

前 期 高 齢 者 交 付 金 等 28,163,520 28,165,290 ▲1,770 ▲0.01% 

公 費 等 22,238,783 22,874,556 ▲635,773 ▲2.8% 

過 年 度 決 算 剰 余 金 269,135 591,020 ▲321,885 ▲54.5% 

財政安定化基金財政調整事業分 0 380,000 ▲380,000 － 

小計 50,671,438 52,010,866 ▲1,339,428 ▲2.6% 

市町村納付金総額（A-B）※ 21,703,163 20,842,047 861,116 ＋4.1% 

子ども・子育て支援金 518,401 － － － 

子ども支援金追加後市町村納付金総額※ 22,221,564 20,842,047 1,379,517 ＋6.6% 

※この時点での市町村納付金総額は、（３）の県繰入金による差額補填前の金額 

 

 

（３）県全体で集める納付金総額を各市町村の所得及び人数（世帯数）のシェアに応じて按分し、 

   医療費水準を反映させ（医療費分のみ）、市町村ごとの納付金を算定 

  ＜今回算定の主な特徴＞ 

保険料水準の統一に向けて、令和６

年度納付金から、市町村ごとの医療費

水準をどの程度反映させるかを調整す

る係数である医療費指数反映係数αの

段階的な逓減と、経過措置として県繰

入金による差額補填を行っている。 

今回はα＝0.5 で算定し、納付金額

が従来の算定（α＝１）で算定した場

合より増額となる市町村を対象とし

て、「従来の算定（α＝１）による納付

金額」と「今回の算定（α＝0.5）によ

る納付金額」との差額の４分の１を補

填した（③補填額、計 24,256 千円）。 

 

２ 算定結果 

納付金総額を被保険者数で除した県全体での１人当たり納付金は 155,587 円となった。 

昨年度との比較では、１人当たり保険給付費や子ども・子育て支援金分の増、公費の減等に

より、１人当たり納付金額は、県繰入金を活用した補填後で 16,952 円の増（＋12.2％）となっ

た。 

 

 

 

３ 保険料（税）について 

市町村の保険料（税）については、県が示す納付金から市町村ごとに異なる歳入歳出を加減

算し、年度間の平準化も考慮しながら各市町村で検討・決定していくこととなる。 
（資料１_別紙２「令和８年度標準保険料率の公表について」は県ＨＰにおいて公表済） 

資料１ 

R8 R7 伸び率 差額 R8 R7 伸び率 差額
富山市 8,622,213 7,949,532 8.5% 672,681 157,322 139,801 12.5% 17,521
高岡市 3,517,142 3,264,421 7.7% 252,721 153,997 136,650 12.7% 17,348
魚津市 927,890 856,100 8.4% 71,790 162,617 147,961 9.9% 14,656
氷見市 967,466 917,028 5.5% 50,438 139,787 126,469 10.5% 13,318
滑川市 686,972 653,791 5.1% 33,181 159,316 143,062 11.4% 16,255
黒部市 874,253 808,170 8.2% 66,083 160,945 141,313 13.9% 19,632
砺波市 980,395 936,894 4.6% 43,501 158,256 142,083 11.4% 16,173

小矢部市 645,653 607,889 6.2% 37,765 155,880 140,067 11.3% 15,813
舟橋村 56,398 47,960 17.6% 8,438 164,908 152,255 8.3% 12,653
上市町 416,478 387,562 7.5% 28,916 144,460 127,993 12.9% 16,467
立山町 552,689 487,488 13.4% 65,201 152,424 132,903 14.7% 19,521
入善町 567,388 539,439 5.2% 27,949 156,954 144,389 8.7% 12,564
朝日町 281,287 273,399 2.9% 7,888 154,130 135,346 13.9% 18,784
南砺市 1,177,207 1,097,001 7.3% 80,207 157,845 138,984 13.6% 18,861
射水市 1,923,878 1,756,055 9.6% 167,822 153,102 137,245 11.6% 15,856

県全体 22,197,309 20,582,729 7.8% 1,614,581 155,587 138,635 12.2% 16,952

市町村
納付金総額（単位：千円） １人当たり納付金（単位：円）

R7 納付金算定では、αの逓減に伴う差額補填に加えて、国の制度変更（高額医療費負担金（国・県の法定負担）の基準額変更）に伴

う激変緩和としての補填を行ったため、総額で約 2.6 億円となり、R8 算定時と比べて多額の県繰入金を投入している。このため、納

付金総額及び１人あたり納付金の前年度比較においては、県繰入金を活用した補填前の額より伸び率が上昇する結果となっている。 

（単位：千円）

補填前 補填額 補填後

① ② ③＝（①-②）×1/4 ④＝②＋③
富山市 8,676,114 > 8,622,213 8,622,213
高岡市 3,525,591 > 3,517,142 3,517,142
魚津市 942,773 > 927,890 927,890
氷見市 948,477 < 973,795 ▲ 6,329 967,466
滑川市 686,372 < 687,172 ▲ 200 686,972
黒部市 865,611 < 877,133 ▲ 2,880 874,253
砺波市 950,392 < 990,396 ▲ 10,001 980,395

小矢部市 640,562 < 647,350 ▲ 1,697 645,653
舟橋村 55,559 < 56,678 ▲ 280 56,398
上市町 419,893 > 416,478 416,478
立山町 552,114 < 552,881 ▲ 192 552,689
入善町 569,697 > 567,388 567,388
朝日町 286,632 > 281,287 281,287
南砺市 1,169,177 < 1,179,884 ▲ 2,677 1,177,207
射水市 1,932,599 > 1,923,878 1,923,878

県全体 22,221,565 - 22,221,565 ▲ 24,256 22,197,309

市町村
（仮）α＝１

α＝０．５


